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対話と相互理解、
信頼と協調に基く本来の平和のために、
声をあげ、行動し続けよう

安倍政権の暴挙は憲法へのクーデタ
国の交戦権を否定し、軍隊を持たないことを宣言した日本の憲法 9 条

は、戦争によって多くの人々を傷つけた日本の痛苦な反省と、アジア太
平洋地域の人びとの犠牲や困難の上に、平和に向けた世界中の人びと
の夢と希望がこめられた財産です。それは、日本の平和を守ってきただけ
なく、アジア太平洋地域の平和にとっても重要な安全装置となり、国外で
活動する日本の NGO や自衛隊員の命をも守ってきました。しかし今、日
本の平和主義と憲法が、安倍政権によって根底から脅かされています。

集団的自衛権行使容認を勝手な「解釈」で閣議決定し、憲法 9 条を
実質的に骨抜きにする安保法整備を強権的に進めようとする安倍政権の
暴挙は、「解釈改憲」や「違憲立法」を超えて、立憲主義と民主主義に
対する事実上のクーデタです。これは、日本への信頼を揺るがし、この地
域の緊張と対立を一層高め、さらに互いの軍拡の応酬や国家主義的な動
きの高まりの連鎖をもたらし、市民の暮らしと安全を脅かします。

安保法制ではなく信頼関係の構築を
新たな安保法制は、これまで国際法や国際合意に基づかない戦争を

重ねてきた米国の起こす戦争に、日本が参戦し、当事者となっていく結果
をもたらします。また、軍事力行使の制約が緩和されれば、局地的・一
時的な紛争が、複数の国家を巻き込んで不可逆的な戦争へと拡大するこ
とになりかねません。

日本とアジア太平洋地域の平和と共存に必要なのは、平和で公正・
対等な関係、そしてこの地域の環境保全や資源管理を含めた協力・信頼
関係の構築です。

しかし安倍政権は、対話と相互理解による紛争解決の道から目を背け、
世界の人々が望む道とは真逆の方向に歩んでいます。

私たちは、世界 90 の国と地域で活動する緑の党の仲間とともに、平
和を求める国内外の市民と協力し、集団的自衛権行使と一連の安保法制
に反対し、貧困や抑圧、対立のない、本当の意味での「平和」の構築
を求め、これからも力を尽くして声を出し、行動していきます。

昨年7月28日、アジア太平洋緑の党連

盟は、「憲法9条の解釈変更は政府による自

己クーデタであり、安倍政権の法的な正当性

に疑問を投げかけるものである」と強く批判す

る声明を発表しました。今年6月12日から

14日にニュージーランドで開かれたアジア太

平洋緑の党連盟第3回大会においても、日

本の安保関連法整備と改憲への動きを憂慮

し、平和に向けた各国の市民の連携の強化

を図り、日本を含むすべてのアジア太平洋地

域各国の軍事化と拡張主義に反対することを

決議しました。世界とつながって私たちが今で

きることは何なのか？ 派遣団による帰国報告

会を全国で開催します。

第一回報告会
日時：7月5日（日）19:30～21:30（19:00開場）

場所：高円寺グレイン http://grain-kouenji.jp/
定員：50名　
報告者：三宅洋平（音楽家、ＮＡＵ代表、2013参院選候補者）

　　　  村松まさみ（緑の党国際部、前小平市議）

参加費：1000円（ワンドリンク付き）

問合せ：greensjapantokyobranch@gmail.com
※全国の報告会の日程は随時緑の党の公式webサイトにUP

していきます

地方から命を守る声を

安倍政権の地方自治軽視は目に余りま

す。今沖縄と連帯して声をあげなければ、地

方が中央に NO!と言えなくなる日は目前で

す。そうなったら誰がどうやって国民の命を守

るのでしょう。こう考えて私たち市民や党派を

越えた地方議員がこの三月に、14の地方議

会に「沖縄の声に共鳴して地方自治を守る請

願」をし、岩倉市と白馬村が採択してくれまし

た。この六月は東京から奄美まで20を越え

る地方議会に請願しています。地方から命を

守る声をあげていきましょう。
長野県高森町議員 中川賢俊

本件問合せ：090-2162-0900

緑の党 グリーンズジャパン　〒166-0002  東京都杉並区高円寺北 2-3-4 高円寺ビル601　
TEL 03-5364-9010　FAX 03-3223-0080　E-Mail greens@greens.gr.jp

2015年6月15日
緑の党グリーンズジャパン運営委員会

国際連携

自治体の動き

Be the Change!  地球一個分の暮らしへ　
一緒に緑の党をつくりませんか？

緑の党が掲げる非暴力・平和は、暴力に頼らずに築いていく平和
物理的な暴力だけでなく、貧困・飢餓・抑圧・差別といった間接的暴力のないこと
暴力がないだけでなく、お互いの幸せのために協力しあえている前向きな状態
そんな「積極的な平和」を一緒につくっていきませんか
会員・サポーター登録、メルマガ登録はgreens@greens.gr.jpまで
もしくは公式webサイト上の所定フォームからご登録ください

三宅洋平 村松まさみ

アジア太平洋緑の党連盟第３回大会（2015.6.12）


